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私は、尊徳翁の教えであります「至誠・勤労・分度・推譲」の中から、下の２つを取り出して「分度・推譲立県とちぎづくり」を進めています。その理由は大きく分けて２つあり、１つは尊徳思想がこれからの２１世紀をつくる思想、栃木県だけでなく日本も、世界も創る思想であるということです。２つ目は、今我が国が進めている「自己責任・自己決定を基本とする地方分権型の国創り」に求められる人間像が、尊徳翁が目指してきた「自立自助を基本として相互扶助ができる」理想の人間像とぴったり一致する、ということです。
　なぜ尊徳思想が21世紀の世界を創るのかと言う話ですが、尊徳翁は自分の考えを「神儒仏正味一粒丸」と言っております。神道は開国の道、儒教は治国の道、仏教は治心の道これらを全部集めて均質な1つの丸薬にしたのが私の教えだということですから、個々人の人生・生活設計、企業の経営方針、自治体や国家の経営方針など、どこにでも活かせるのがこの報徳思想だと私は思っております。さらに翁は「神道も儒教も仏教も勉強したが、それは自分の考え方ややり方を生み出すための材料であり、自分の本当の先生は自然だ」と言っています。つまり、一人ひとりの自立とお互いの連携が求められ、そしてさらには地域環境とも共生していかなくてはならない時代に、ますますぴったりするのがこの報徳思想だという考え方で「分度・推譲立県とちぎづくり」を進めているわけです。
　儒教・仏教・神道、みんな入っていることになりますと、これは人類四千年・五千年の知恵のエッセンスを取り出してまとめたのが尊徳思想・報徳仕法であり、従ってこれからの21世紀の世界を創る思想になるのではないか、と思っています。

　ではどういう教えや考え方・精神が世界の人々の幸せと世界平和に貢献できるのか考えてみますと、１つは至誠・勤労・分度・推譲という４つの教えだと思います。これをしっかり実践しますと、人は幸せになれますし、社会は繁栄し、自治体や国家も繁栄させることができます。そしてその基本は経済活動と道徳を一致させるということ、つまり至誠（真心）を中心として一生懸命働いて、自分の分度を決めて剰余金を生み出し、それを自分や自分の子孫に、また社会や他人のために譲っていくということですから、これが実践できればまさに人は幸せになれる。幸せになるには２つの条件があり、１つは経済的にある程度豊かであること、もう１つは心の豊かさ・精神的な豊かさ、この２つが相まって人は幸せになれるわけです。そうしますと、至誠・勤労・分度・推譲というこの４つの教えは、この２つの豊かさを同時に実現するための実践的方法論なのです。これは宗教ではないと私は思っております。それは、至誠とは真心であり、信仰の対象は誰でもよいのですね。キリストを信仰する人では真心は愛、仏教では慈悲、儒教では恕です。自分の信ずる神様を信じつつ働き、分度を決めて剰余金を生み出して自分や子孫・あるいは社会や他人のために譲る。これを実践することが非常に大切で、これによってまさに人は幸せになり、会社はもちろん自治体や国家も繁栄することができると思っています。これは世界中どこでも一緒です。
　２つ目は一円融合の教えですが、これは平たく言えば共存共栄ですので、世界平和に貢献することができる、人々の幸せに貢献することができると思っています。
　３つ目は天道と人道でありますが、これはまさに自然環境・地球環境と共生していくこと、それにあたっては五分五分という中庸が良いのだと言っていると思います。有名な水車の理論というのがあります。水車は半分が空中に浮き、半分が水中に入っている状態でちょうど回る。半分は水の力・自然の力で回り、あとの半分は人間の知恵で回るわけですが、それもちょうど自然を壊さないように五分五分に調和するのが一番良い、というのが天道と人道の教えだと思います。

　以上３つの教えは、信じられている宗教関係なく世界中どこでも通用する、世界の人々のために使える教えだと思っております。

　尊徳翁の考え方・精神を７つにまとめてみますと、まず基本は自立自助なのです。そして相互扶助、お互いに助け合いなさいということなのですが、これはまさに自治の精神であります。自分の力でやろう、というのが尊徳翁の基本的精神であります。
　次に他愛推譲、他人を愛して譲ることを推し進める。これはまさに奉仕の精神、ボランティア精神そのものです。

　３つ目は至誠、つまり真心でありますが、これはまさに信教の自由を言っております。

　４つ目は分度でありますが、これは経済的な豊かさを手に入れるための基本、会計の基本原則です。自分の収入で返せないようなローンを組んでしまいますと破産してしまいます。企業にとっての分度は現金の収支・キャッシュフローがちゃんと回っているかどうか、自治体や国家にとっての分度は財政の基礎的収支・プライマリーバランスが均衡化・黒字化しているかどうか、だと思います。これを今我が国はちょっと守っていないものですから、大変なことになってしまうという状況にあるわけです。

　５つ目は積小為大ということで、これは計画を実現するためのやり方・方法論です。計画を立てても小さいことをこつこつと実行していかないと、絶対大きな計画は実現しないよという意味で、すばらしい考え方であります。
　６つ目は現場主義・現物主義。現場に学べ・現物に学べという言葉がありますが、徹底的な現場主義者・現物主義者であったのが尊徳翁であります。

　７つ目が実践第一主義で、机上の空論・机上の学問を排しました。尊徳翁は四書五経を全部読んでいるのですが、自分の理解できないところがあると破って捨ててしまったそうです。それほど徹底した実践第一主義者だったのですね。

　この７つの考え方・精神は、これも世界の人々の幸せと平和に十分貢献できる考え方ではないかと思っております。

　先ほど結論を先に申し上げましたが、報徳思想がなぜグローバル化における人文精神の構築につながるか、その理由を述べたいと思います。

　まず、世界の人々にとって共通の大切なことは何か、というと、グローバル化の視点で見ると３点考えられます。１つは世界の人々がそれぞれ幸せな一生を送ること、それは先ほど申し上げたように、心の豊かさと経済的な豊かさ、この２つを同時に実現しなければなりません。２つ目は、そのためにはやはり平和な社会・平和な世界を作る必要がある、ということです。３つ目は宇宙船地球号と言われるように、我々が地球環境に対する負荷をあまり与えたのでは、我々人類の存立基盤が危うくなる。その存立基盤である地球環境・自然環境を保全していくことが必要です。この３つが世界の人々にとって共通の大切なことではないか、と考えています。
　では現時点における世界共通の科学的認識は何か、グローバル化の視点で見ると私は２つあると思います。１つは生物の多様性を認める・それを是認するということ。もうひとつは持続発展が可能な循環型社会を創っていくということです。生物の多様性を是認するということは、それをさらに敷衍して考えると、人種や民族・宗教・文化・国家、この多様性を認めるということに繋がっていきます。それから持続発展可能な循環型社会の構築ということで考えれば、京都議定書にあるように地球全体で二酸化炭素を削減していくことが必要ですし、さらには資源には限りがありますから、今３R（リデュース・リユース・リサイクル）の推進と言われるような循環型社会づくり、こうした自然環境・生活環境を守り作っていく必要があると思います。
　以上に述べた世界の人々にとって大切な共通のこと３つと、現時点における世界共通の科学的認識２つ、この5点を満足してくれるのが報徳思想だと思っています。報徳思想はまさに、これからの２１世紀を創る思想であり、そういうものとして活かしていくことができる、と私は考えております。

ここで面白い事例をご紹介します。尊徳翁は経済活動と道徳とは一致しなければだめだ、と言っているのですが、日本経済の祖と言われている渋沢栄一さんは尊徳思想を勉強して自分の事業展開をやっていった。渋沢さんは「論語とそろばん」と言って、道徳と経済が一致しなければならないと考えていたのです。また、日本が世界に誇る大企業のトヨタ自動車を作った豊田佐吉さん・喜一郎さん親子は日蓮宗なのですが、会社の経営は報徳道でやる、つまり経営方針は質素で堅実に、ということであります。それが連結決算でも1兆円の利益をあげるような大企業になったのです。報徳道の「推譲」という言葉の意味の中には「次の世代に譲ること」や「将来への投資」ということがあると思っていますが、それを実践してきたのがトヨタ自動車なのです。まさにそれは道徳が基本にないと経済は繁栄しないということで、経済という言葉の元である「経世済民」ということになる、と思います。
そういうわけで、尊徳思想はこれから世界の人々の幸せと平和に十分活用することができる思想だと思っております。
